
二
回

金
滞
官
賦
志
品
位
一

内

AF7町
.v

卿
の
時
代
、
袋
町
・
博
努
町
・
大
工
町
・
河
原
町
・
竪
町
・
石
浦
町
の
七

町
を
七
ナ
所
と
て
牟
役
町
に
定
め
ら
る
と
あ
る
も
、
共
の
頃
未
だ
金

谷
出
丸
出
来
せ
ざ
る
頃
に
て
、
袋
町
・
博
勢
町
・
石
浦
町
は
遁
筋
の
本

町
に
あ
ら
ぎ
り
け
ん
。
然
る
を
南
町
・
堤
町
が
今
の
地
へ
移
帥
押
せ
し

に
付
き
、
石
浦
町
・
袋
町
・
博
勢
町
は
遇
筋
に
な
り
た
る
に
よ
り
、
本

町
民
立
て
た
る
た
る
べ
し
。
さ
て
後
々
の
遜
筋
は
漸
得
雑
記
に
蹴
せ

ロ
北
方
の
街
尾
は
、
大
樋
町
・
春
日
町
・
山
上
町
・
高
道
町
よ
り
森
下
町

を
経
て
浅
野
川
の
橋
梁
に
至
る
を
逼
筋
と
す
。
昔
佐
久
間
玄
饗
尾
山

在
裁
の
頃
西
町
・
堤
町
・
南
町
・
金
屋
町
・
松
原
町
・
安
江
町
・
材
木
町
・

近
江
町
の
八
町
を
初
め
て
置
き
、
是
を
尾
山
八
町
と
云
ふ
と
、
博
伽

雑
践
に
あ
り
。
右
町
々
は
逼
筋
の
本
町
に
て
、
共
の
町
々
の
在
所
は

今
と
異
也
と
い
へ
り
。
慶
長
の
金
海
城
古
闘
を
見
る
に
、
城
郭
外
に

た
る
金
棒
遁
町
筋
町
制
寄
に
、

南
町
・
堤
町
及
び
裏
町
の
聞
を
減
せ
た
る
が
、
共
の
ナ
所
は
後
の
金

谷
出
丸
の
地
に
て
、
今
の
尾
山
紳
枇
の
地
織
き
た
り
。
彼
の
裏
町
は
、

三
登
記
等
に
見
え
た
る
御
按
後
日
町
た
る
べ
し
。
三
州
志
来
因
概
覧

附
録
に
、
尾
山
八
町
の
内
左
る
金
屋
町
は
、
共
の
初
め
金
谷
円
建
に

在
り
し
を
、
寛
永
十
二
年
回
線
の
後
今
の
下
材
木
町
の
地
へ
縛
じ
、

後
又
今
の
地
へ
再
縛
す
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
金
谷
出
丸
は
と
の

寛
永
十
二
年
火
災
の
後
命
ぜ
ら
れ
た
る
か
。
或
は
固
く
‘
園
初
の
頃

町

三
町
五
十
五
間

七
町
十
三
間
三
尺

四
十
問

犀野泉

新

町町町橋

南川

一
町
十
八
間
二
尺

二
町
三
十
三
間
三
尺

片河香

林
浦
坊

橋

問

六二
町
三
十
間

石

は
‘
犀
川
河
南
町
よ
り
堤
町
・
南
町
・
尾
張
町
・
枯
木
橋
ま
で
時
.
直
道

た
り
し
か
ど
、
金
谷
出
丸
を
命
ぜ
ら
れ
し
時
町
地
を
締
じ
.
南
町
・

堤
町
を
今
の
地
へ
這
出
し
、
河
南
町
よ
り
片
町
・
石
浦
町
・
甫
町
・
堤

町
と
直
道
に
成
し
た
り
。
故
に
袋
町
・
博
勢
町
と
横
町
を
経
て
尾
張

町
へ
出
づ
る
事
と
成
り
た
り
と
。
今
按
4
y
る
に
博
伽
雑
談
K
.
利
長

町

三
町
二
十
間

一
町
四
十
六
間

二
町
二
十
一
間

町

甫袋下上

堤堤

町町

二
町
七
間
五
尺
五
寸

町

男

川
・
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披
等
の
記
載
注
し
と
い
へ
左
も
、
元
総
頃
の
取
調
な
ら
ん
か
。
犀
川
・

鵠
野
川
雨
橋
の
間
数
は
‘
延
貨
の
金
滞
聞
に
、
犀
川
橋
四
十
問
、
潟

野
川
橋
五
十
聞
と
あ
り
。

つ
請
V

O
市

中

概

要

抑
‘
金
揮
は
前
回
家
の
租
臆
従
一
位
前
大
納
言
利
家
卿
、

E
親
町
天

皇
の
御
世
天
正
十
一
年
K
.
藩
府
を
此
地
に
創
業
せ
ら
れ
し
よ
り
既

に
三
百
年
許
、
封
殺
高
一
一
白
高
石
の
緒
藩
士
居
第
を
府
下
に
ト
し
‘

各
第
地
を
賜
は
り
て
居
室
を
経
緯
骨
せ
り
。
故
に
自
・
他
聞
の
工
商
賭

職
人
来
集
し
て
、
互
に
市
座
を
聞
き
、
封
内
加
賀
・
能
登
・
越
中
三
州

の
諸
郡
郷
よ
り
・
山
海
の
産
物
を
運
輸
し
、
年
を
逐
う
て
人
口
戸
数

益
増
倍
し
、
慶
長
・
元
和
以
来
府
下
接
近
の
村
落
共
を
ぽ
移
縛
せ
し

め
、
村
跡
を
ぽ
第
地
と
注
し
、
田
畑
を
潰
し
、
山
岳
を
平
均
し
、
渓

谷
洞
原
を
埋
め
て
、
街
巷
を
立
て
ら
る
。
愛
に
於
て
犀
・
潟
雨
橋
梁
の

市
外
へ
家
屋
遮
槍
し
、
園
初
よ
り
市
中
梢
t

十
倍
し
、
東
西
南
北
各

一
墨
絵
家
屋
連
続
櫛
比
せ
り
。
金
調
伸
披
は
市
の
中
央
に
あ
り
て
、
内

外
の
線
榔
監
を
外
郭
と
た
し
・
陣
・
洩
雨
橋
梁
を
羅
披
と
す
。
又
市
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中
本
通
り
二
十
七
町
を
本
町
と
立
て
、
次
に
十
三
町
妨
ゲ
鵬
・
を
ぽ
七
h
J

所
と
稀
し
、

b
T
役
地
と
定
め
、
年
中
の
夫
役
銀
を
謀
出
せ
し
め
‘
自

五
間
四
尺

一
町
四
間
五
尺
六
寸

三
町
二
十
二
間
五
尺

惣

努構

橋

博

町

尾

張作場
野

川辰

町

四
間
二
尺

五
十
五
間
四
尺

五
十
五
間

禽橋掛

町橋町橋

四
十
三
間
三
尺

二
町
五
十
一
間
二
尺

五
十
六
間
一
尺

回タ森

下

森

下

金

屋

町
町

町
三
十
五
間

町
三
十
九
間
五
尺

高

上道

町.町

山

六

町
一
町
二
十
間

春百
姓
地
大
樋
町
端
迄

上
口
一
里
塚
よ
り
町
外
迄
三
町
五
十
五
間

下
口
一
星
探
よ
り
町
外
迄
八
町
三
十
間

町

日

右
は
金
津
本
溜
り
町
筋
各
町
の
間
数
也
。
百
姓
地
は
、
所
謂
相
封
鵠

地
の
郡
地
に
家
建
せ
し
も
の
に
て
・
明
治
十
二
年
止
り
市
中
へ
結
び

込
み
・
一
般
の
地
子
地
と
成
り
た
り
。
さ
て
右
匙
餌
町
割
書
に
は
年

金
滞
古
蹟
志
巻

二
五




